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内閣総理大臣　様　　　　　　　　　　

経済産業大臣　様 

東京電力ホールディングス株式会社社長　様  

　「海洋放出をしない技術」の採用を求める署名

氏　名（フルネーム） 住　所　　※「〃」「同上」等は不可。

【呼びかけ団体】トリチウム汚染水海洋放出反対署名チーム
【問い合わせ先 ・署名郵送先】　

　　　〒３９９－４５１１　　長野県上伊那郡南箕輪村南原 9955-2

　　　ＴＥＬ ： 090-4015-9252　

　　　Ｍａｉｌ ： no.osensui@athena.ocn.ne.jp

【取扱団体】

福島第一原発のトリチウム汚染水は処理できます。
　

　２０１１年３月１１日の東日本大震災で爆発した福島第一原発の廃炉処理は、 １３年経った今も全くめどがたっていませ
ん。 この間、 貯まった膨大な量の放射能汚染水の処理が大きな問題です。 国、 東京電力は 「汚染水の貯蔵タンクが
増え廃炉作業に支障が出る」 として２０２３年８月２４日から汚染水の海洋放出を始めました。
　これに対して中国や韓国をはじめ太平洋沿岸諸国からも批判が相次ぎましたが、 これに対して国と東京電力は 「国際
原子力機関 （IAEA） が安全性を保証した」 として放出を続けています。 処理水放出については、 原発事故で大きな被
害を受けた福島県漁連との間で、 「合意を得るまでは海洋放出しない」 との合意書が交わされていました。 それにも関
わらず、 約束を反故にして海洋放出を強行しました。
　今問題となっているトリチウムですが、 「汚染水中のトリチウムの分離は困難」 との理由で海洋放出していますが、 実
はこれを処理する技術は 「実験レベルから実用レベルまで」 既に存在します。 国と東京電力はこの技術を採用し 「汚
染水の海洋放出」 を中止すべきです。
　また、 山側からの水が炉心やデブリに接触することで多量な汚染水が発生することから凍土壁を設置しましたが効果
が得られていません。 現在の 「不完全な凍土壁」 はコンクリート製に変えるべきです。 このままではデブリが除去出来
るまで何十年もの期間、 放射能汚染水が発生し続けます。
　海洋放出がこのまま進めば私たち人間をはじめ、 地球上の生態系に深刻な悪影響が発生します。 今できることを直ぐ
実施してください。

要請事項
　

１． 山側から流入した水が炉心、 デブリに接触することを防ぐために設置した不完全な 「凍土壁」 に代わるコンクリー
　　　ト製の遮水壁と水路を設置してください。
２． トリチウム汚染水は処理できます。 カナダのダーリントン原発で実用化された 「沸点の違いを利用した技術」 を
　　　はじめ 「融点の違い」 や 「トリチウムイオンの吸着性」 を利用した技術などがすでに存在しています。 これらの
　　　技術を採用し海洋放出を中止してください。
以上、 要請します。

   生活協同組合コープ自然派兵庫
   〒651-2228兵庫県神戸市西区見津が丘4-10-5
 （TEL)078-998-1671　（FAX)078-998-1672 　
          ※締め切り：２０２４年１０月２５日




